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PHRを活用した本人主体の
健康・医療・介護DXで実現する健康社会

石見 拓
京都大学 医学研究科 社会健康医学系専攻 予防医療学分野

（一社）PHR普及推進協議会



自己紹介
京都大学予防医療学分野 教授

日本AED財団 専務理事／ILCOR Research and Registry委員会委員⾧／PHR普及推進協議会
代表理事
専門:臨床疫学、循環器内科学、蘇生科学、健康科学

1972年 埼玉県生まれ、千葉県佐倉市育ち
1996年 群馬大学医学部（バドミントン部）卒業
2005年 大阪大学医学部医学系研究科救急医学 博士課程
2006年 京都大学大学院医学研究科・MCRコース修了
2015年 京都大学環境安全保健機構 教授
2022年 京都大学大学院医学研究科 教授

ライフワーク:心肺蘇生、AEDの効果検証と普及。産官学民連携によるPHRサービスの質
向上、普及に力をいれている （医療のフォーカスを院外へ!）
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COI（利益相反）開示

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業などとして、

発表者名:石見 拓

⑥ 受託研究・共同研究:
㈱ヘルステック研究所、TIS㈱、東和薬品㈱

⑦ 奨学寄付金: なし
⑧ 寄付講座所属: なし
⑨ 贈答品などの報酬: なし

その他:社外取締役（無給） ㈱ヘルステック研究所

① 顧問: なし
② 株保有・利益: なし
③ 特許権使用料: なし
④ 講演料: なし
⑤ 原稿料: なし
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医療行為である電気ショックを市民に委ねた⇒救命の主役は市民!!

AEDの設置が進み、心停止からの救命率が劇的に改善!
（ Circulation, 2005, 3336. Nat Clin Pract Cardiovasc Med, 2008, 690 ）
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AEDによるパラダイムシフト



パーソナルヘルスレコード
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PHR（Personal Health Record)
生涯に渡って個人の健康・医療等に関するデータを管理し、
本人の意思のもと活用する仕組み。

病院 学校

行政 企業保険

岐阜市ヒアリング2025

 管理・閲覧機能
 リコメンド機能
 第三者提供機能



医療の発展⇒ウェルビーイング・健康増進へ

医療
⇓

予防医療
⇓

健康増進
Well-being
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病気の治療
⇓

病気の予防・早期発見
⇓

運動・食事・
マインドフルネス etc. 



医療の発展に伴って求められるもの
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• 個別化
• 患者中心のアウトカム（Patient Reported Outcome）
• 患者・家族による意思決定（Shared Decision Making）
• セルフケアの強化
• 個人の生涯に寄り添う（Patient Journey）

本人・家族中心の考え方



健康・医療情報の主役『医療者⇒市民』
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標準化医療、病院での治療
医学的価値を重視した治療（例:生存）

個別化医療、セルフケア、予防
オンライン診療（家でも診療）

患者・家族の意思を尊重した治療

デジタル／データの活用 DX（医療・健康支援・
介護etc.の課題解決）



PHR（データ）を活かした健康管理・増進の実践
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Ginsburg GS et al. N Engl J Med2024;390:1118-1127

PHRがあれば手軽に日々の健康データを記録・活用可能



•日本には健診文化・手帳文化がある
•活用は不十分:手書きデータ、紙のデータetc.
•ばらばらに保管、似たようなデータだが互換性なし

12
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PHRの普及が期待される背景と課題
優れた／信頼出来る
医療・健診・検診制度
手帳文化
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各種健康診断の結果や
薬剤情報等を本人・家
族にPHRとして還元する
取り組みがすでに動き出
している!
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PHRの標準化（規格をそろえる）とつなぐ基盤（仕組み）で本人を起点に繋げていく!

病院／事業者等の組織を中心としたデータ共有から、本人・家族が主役のデータ共有へ

By ChatGPT 4.0

本人の意思（同意）を前提とするので
個人情報保護の問題も解決できる

訪問看護／
介護

医院／
診療所

病院 救急車家族
岐阜市ヒアリング2025 15
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日本におけるPHR／健康・医療データ活用の目指すべき将来

個人、各組織がバラバラに保有している健康・医療情報を生涯にわたって、個人が保有し、
自分の意思で活用できる社会の実現

現状 目指す姿
病院 学校 企業健保 行政 病院 学校 企業・健保 行政

●個人へのフィードバックの多くは紙ベース
●元データは各組織が保有
●データの流通規格が定まっておらず繋がらない

ライフログ

多様な民間
PHRサービス PHRサービスD

PHRサービスC

PHRサービスE

PHRサービスB

PHRサービスA

本人・家族の意思で最適なPHRサービスを選択
重要な情報はサービス間で移行可能

標準化!
（データ移行API仕様書公開・

モジュール提供）

流通基盤によるデータ
連携の実現・促進!

2021年～協議会で検討

2023年～AMED研究
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日本におけるPHR／健康・医療データ活用の目指すべき将来

個人、各組織がバラバラに保有している健康・医療情報を生涯にわたって、個人が保有し、
自分の意思で活用できる社会の実現

ライフログ
（日々の健康

データ） 医療者と生活習慣データを共有し、
改善を支援するPHR

睡眠やメンタルヘルスを支援するPHR

家族とお薬や日々の血圧などの
データを共有し安心を支えるPHR

学校健診データをもとに感染
症や心臓突然死を防ぐPHR

母子手帳PHR

本人・家族の意思で最適なPHRサービスを選択
重要な情報はサービス間で移行可能

健康診断の
データ
紹介状

カギはデータの
『共有』

本人の意思の下で

実は役に立つ
マイナンバー!

産業保健で活用するPHR
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PHR普及推進協議会について（Since 2019）

目的
パーソナルヘルスレコード（PHR）の適正な普及推進のため、情
報交換・情報発信を行い、社会の健康、安全のより一層の向上
に寄与すること

ここで対象とするPHRは個人の生活に紐付く医療・介護・健康等
に関するデータ（Person Generated Data）を本人の判
断のもとで利活用する仕組みを前提とする

事業内容
① PHRの普及、PHRデータの流通促進に関する課題、利用

事例、効果等の調査・研究事業
② PHRの普及と利用促進に係るガイドライン及び認定制度等

の整備事業
③ PHRに関する啓発・広報活動事業
④ PHRの普及推進に向けた政策提言活動事業
⑤ 前各号に掲げる事業に付随又は関連する事業

■構成員 （2023年2月現在）

【名誉会⾧】
永井 良三 自治医科大学 学⾧

【代表理事】
石見 拓 京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻予防医療学分野

【副理事⾧】
大神 明 産業医科大学産業生態科学研究所 作業関連疾患予防学

【専務理事】
阿部 達也 株式会社ヘルステック研究所

【常務理事】
天野 雄介 東和薬品株式会社 / Tスクエアソリューションズ

【理事】
今村 久美 認定NPO法人カタリバ
大山 訓弘 日本マイクロソフト株式会社
黒田 誠 (元) 総合メディカル株式会社
小林 寛史 一般社団法人 ICTまちづくり共通プラットフォーム推進機構
阪本 雄一郎 佐賀大学医学部 救急医学講座
水戸 重之 TMI総合法律事務所
矢作 尚久 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科
山口 育子 認定NPO法人 ささえあい医療人権センターCOML
山本 景一 大阪歯科大学 医療イノベーション研究推進機構 事業化研究推進センター

【顧問】
山崎 俊已 一般社団法人エコロジー・カフェ 理事

【監事】
野田 博明 公益財団法人日本AED財団 監事
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賛助会員:50社
特別会員:22団体（うち自治体15） （2025年4月14日 現在）

賛助会員・特別会員

• 一般社団法人阿波あいネット
• 大阪府
• 門真市
• 神奈川県
• 北九州市
• 吉備中央町
• 京都市
• 京都府
• 神戸市
• 一般社団法人スマートシティ・インスティテュート
• デンマーク王国大使館

• 東京都デジタルサービス局
• 公益社団法人 日本医師会
• 兵庫県
• フィンランド大使館商務部
• 前橋市
• 松本市
• 三重県多気町
• 三重県明和町
• 三重県度会町
• 米子市
• 一般社団法人ライフインテリジェンスコンソーシアム

（50音順）

• アストラゼネカ株式会社
• 株式会社アルム
• 株式会社EMシステムズ
• インターシステムズジャパン株式会社
• 株式会社Welby
• 株式会社Wellmira
• AIデータ株式会社
• MRT株式会社
• エムジーファクトリー株式会社
• 株式会社エムティーアイ
• エレコムヘルスケア株式会社
• 沖電気工業株式会社
• オムロンヘルスケア株式会社
• キュアコード株式会社
• 公益財団法人 京都高度技術研究所
• クロスウェイ株式会社
• KDDI株式会社
• 沢井製薬株式会社
• 株式会社三和製作所
• シミックホールディングス株式会社
• 株式会社スカラ
• 株式会社スギ薬局
• セコム株式会社
• 医療法人社団 善仁会
• ソフトバンク株式会社

• 株式会社DUMSCO
• 武田薬品工業株式会社
• TIS株式会社
• TXP Medical株式会社
• テルモ株式会社
• 東京海上日動火災保険株式会社
• 東和薬品株式会社
• 有限責任監査法人トーマツ
• 日本オラクル株式会社
• 日本光電工業株式会社
• 日本生命保険相互会社
• 日本マイクロソフト株式会社
• PHCホールディングス株式会社
• PSP株式会社
• 合同会社beyond
• フクダ電子株式会社
• フューチャー株式会社
• ブラック・ダック・ソフトウェア合同会社
• 株式会社ベルシステム24
• 株式会社ヘルステック研究所
• みずほリサーチ&テクノロジーズ株式会社
• 三井住友フィナンシャルグループ
• メドピア株式会社
• 株式会社ユーズテック
• 株式会社ルネサンス
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PHRサービスの提供に関わるガイドラインの策定

国の指針

PHRガイドライン

【追補1】
PHR標準データ交換規格
1. PHRのデータ連携に関する追補
2. PHRサービスにおけるデータの相
互運用性向上のためのガイド

3. PHR標準データ交換規格仕様書

【追補2】

PHRの自治体への導入に
おける留意点

1. PHRの自治体への導入における
留意点チェックリスト

＋

2025年6月の成果物（予定）

補完

国の示す指針を基本に、PHRサービスを提供する者が踏まえるべきルールや規範を整理して提示するガイドラインの
策定・普及を実施

PHRサービス事業協会
(PSBA) との共同発出

＋
PHRサービス自己チェックリスト

2025年4月に改訂

標準化でデータのやり
取りを可能にする

PHRサービスの『質』
を高める仕組み

PHRデータのやり取りを促進するためのPHRデー
タ交換規格の標準化を推進中
• PHRサービス事業協会
• 総務省AMED事業／関連臨床団体／SIP等と連携



PHRの活用によるメリット

本人・家族医 療 機 関自治体・企業
・健保組合

PHR事業者 企業・研究者

• 健康寿命の延伸

• 健康増進による企業/
組織のパフォーマンス
向上

• 医療費・保険料減

• ビッグデータの分析に
よる健康課題の明確化

• コミュニティ強化

• 健康意識の向上、健康
増進

• 健康寿命の延伸

• 病歴/生活歴/服薬歴
の集約

• 企業からのインセン
ティブ授受

• 家族間/コミュニティ
メンバー間での交流

21

デ ータ 利 用者デ ータ 提 供者

• 診療/生活指導の質向
上

• 生活歴/病歴聴取の効
率化

• 二重検査や、薬剤の
二重投与、アレル
ギー回避

• 顧客獲得による広告
収入

• ビッグデータの販売

• 健康意識の高い顧客
の紹介

• ビッグデータに基づ
く新規サービス開発
（保険等）

• 顧客へのアプローチ
手段

• 健康増進系研究や
サービス開発のモニ
ター獲得
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PHRを介した情報連携が可能な仕組み作り

デバイス

医療情報システム
/EHR

PHR

A
PHR

B

・ISO/IEEE 11073
（Continua）etc

・マイナポータルAPI形式
・IEEE 1752(Open mHealth)

etc. ・OMH on FHIR 等

マイナポータル

マイナポータルAPIの
出力フォーマット

（マイナポータルAPI形式）

・SMART on FHIR 
・健康診断結果報告書

HL7FHIR記述仕様 等
計測機器から

PHRサービスへの
データ取込規格

PHRサービス間の
データ交換規格 PHRサービスと

医療情報システム/EHRとの
データ交換規格・iOS:ヘルスケア

・Android:Googlefit

スマホOS標準アプリと
PHRサービスとのデータ交換規格

OS独自の
公開APIにて連携

健診機関等

PHRを介して情報連携が
可能な仕組みが出来上が
りつつある!



PHR標準化/データ相互運用モデル構築
■PHR普及推進協議会・総務省PHR流通基盤構築AMED事業
• 生活習慣病（生活習慣病関連9臨床団体）、救急災害領域（日本救急医学会・日本

災害医学会）の臨床団体とともに、PHRデータ標準交換規格の策定を協調して実施。
⇒内閣府SIP、関係学会等と連携し、循環器、がんPRO領域、介護領域へ

岐阜市ヒアリング2025 23



EHR
測定デバイス

スマホ内の
多様なPHRアプリ

血糖管理

血圧管理

体重管理 救急隊の端末

分散管理型
PHRデータ流通基盤

EHRデータ
流通基盤
（既存）

健診結果

PHR

各PHR
クラウド
サーバ

・
・
・

処方箋

電子カルテ

データ流通

富士通

TXP Medical
＜みやぎ県南中核病院＞

PLAneTs

TIS

富士通PHR
＜京都北部医療センター＞

PLAneTs PHR

九州大/KIS PHR
＜九州大学病院＞

TIS PHR

連携するPHRクラウドサーバおよびデータ流通
基盤から必要な情報を集約してデータを吐き
出すしくみ。データ自体は持たずに、データの突
合、当人認証、品質管理、同意取得の機能を
持つことで、共通規格で動作する流通基盤と
連携することでその機能を実現する。

ヘルステック研究所PHR
＜京都北部医療センター＞

＜自治医大病院＞

実線:PHRデータ連携（太線は実証範囲）
点線:EHRデータ連携

TOPIC PHR
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医療高度化に資する分散管理型PHRデータ流通基盤に関する研究開発
日本医療研究開発機構 医療・介護・健康データ利活用基盤高度化事業

目的:本人・家族の意思の下で複数のPHR-EHR間のデータ交換を実現する分散管理型PHRデータ流通基盤を開発・
実証し、成果物を公開するとともに社会実装に向けた提言を行うことで、医療の質向上・高度化に寄与すること。

岐阜市ヒアリング2025



生活習慣病領域のユースケース

例:50代 男性 健康診断で境界型糖尿病を指摘され専門医を初診。PHRに
記録されるライフログデータと、過去の特定健診における体重、HbA1c等の経
年変化を用いた生活指導により、HbA1c 6.0%未満の達成を目指す。

データソースPHR項目
病院での検査結果、健診結果（マイナポ連携含む）
CGM等による自己測定
病院での検査結果、健診結果（マイナポ連携含む）
病院での検査結果、健診結果（マイナポ連携含む）
デバイス連携、患者の手入力
病院での検査結果、健診結果（マイナポ連携含む）
デバイス連携、患者の手入力
スマホ・ウェアラブルデバイスによる自動測定
マイナポータル or 電子処方箋

血糖値（医療機関）
血糖値（家庭）
HbA1c
体重（医療機関）
体重（家庭）
血圧（医療機関）
血圧（家庭）
※歩数（歩/日）
※処方歴

黒字:医療機関・健診機関から得られるデータ
赤字:ライフログ等の本人のPHRから日々取得されるデータ

分散管理型
PHRデータ流通基盤

③PHRデータを診療に役立てる②PHR-EHR連携①PHRアプリ
ライフログ（日常のPHR）取得

25岐阜市ヒアリング2025



生活習慣病対策は
日々の生活を記録しながら『続ける』ことが重要

• 楽しい運動・方法を見つける

• 誰かと一緒にやる

• 生活に取り入れる

• イベントに参加する

26岐阜市ヒアリング2025

一日8000歩!
データを記録しながら続ける。
データを見ながら健康管理・増進。
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カギはデータの
『共有』

本人の意思
の下で

データを要約する等
医療者の負担も軽減



分散管理型
PHRデータ流通基盤 救急隊の端末 医療機関

②API連携①PHR項目の取得

救急・災害領域のユースケース
（震災時の健康観察／感染症予防／医療者・消防機関等との連携）

28

75歳男性
地震で被災し1.5次～2次避難所にて避難中。
高血圧とCOPDで通院歴あり。DMAT隊、JMAT隊、日
赤等の支援は入ったが、既往歴、服薬歴などの収集に
難渋している。
避難所で感染症が蔓延しつつあり、感染管理が必要。

PHR項目
年齢
性別
既往歴 手術歴
アレルギー情報
体重（医療機関）
血圧（医療機関）
体重（家庭）
体温（家庭）
酸素飽和度（家庭）
血圧（家庭）
処方歴

黒字は、医療機関・健診機関から得られるデータ（厚労科研久志本班の標準項目案から選定）
赤字は、ライフログ等の本人のPHRから日々取得される項目の中から選定

救急災害時は、PHRが役に
立つ分かりやすい事例

岐阜市ヒアリング2025終末期の蘇生処置への意思も検討
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大阪府吹田市のHPより

救急災害時のPHR活用が期待される例①
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記入するのは面倒
正確かどうか?・・・
最新かどうか?
隣の町に引っ越した時にも

使える??

標準化されたPHRがあれば
 データは自動で共有
 正確かつ迅速
 最新（自動更新）
 どこでも使える

救急災害時のPHR活用が期待される例①
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新型コロナウイルスのような感染症パンデミック

救急災害時のPHR活用が期待される例②

石見が感染して、地域の中核病院を
受診した時に感じたこと
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細やかな配慮
みんなまじめに働いている
でも、時間がかかる
結果、数少ない患者さんしか見れない
患者も医療者もみんな疲れる

デジタル化以外は完璧!。だけど・・・
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新型コロナウイルスに感染した時の活用事例  症状は都度記録し、必要な時に共有
 ワクチン接種歴も正確な情報を保管・共有

 体温や血圧は機械から瞬時に記録
 カンタン、正確

 電子カルテとも瞬時にデータ共有
 正確な情報で素早く診断
 医療者の負担軽減

 薬局とも素早く情報共有
 正確なお薬を素早くもらえる

PHRを活用した健康作り、医療の質向上・効率化の例②

データを正確・迅速に記録し
シェアすることで業務効率化



●事業者や大学は、学生・職員の健康状態の観察、および報告される情報の集計・管理をすぐに開始する必要があった
●アプリで手間をかけずに入力でき、実績を伴った安心で安価な健康観察サービスを、多くの事業者が求めた
●保健所・自治体での濃厚接触者向け健康観察アプリとして、国内最大級の利用実績を基に開発された

②報告を確認
③データを集計、一元管理

学生・職員・住民等
①各自がアプリから
体調を入力し、送信

健康管理者
（学校・企業・保健所等）

コロナ時代への対応 生涯PHRアプリ「健康日記」で健康観察

34岐阜市ヒアリング2025
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PHRC構成メンバーによるPHRを活用した被災地支援の骨格（案）

PHRデータの要約値を共有できるタブレットを提供し、
健康、医療、介護の相談や支援・業務支援

電子母子手帳アプリ

QRコード

電話でIDの伝達

API連携

医療関係者

自治体

各種支援団体

＜健康情報の記録＞ ＜データの集約＞ ＜データ共有によるサービスの提供／
支援者の支援＞

（※ご本人の意思で）

情報集約するPHRアプリ※

測定機器

各種PHRアプリ

コロナ健康観察アプリ

血圧管理アプリ

服薬支援アプリ

各自必要な健康情報を記録し、セルフケアや健康・
医療・介護支援を受けやすくする支援

健康相談などのPHRサービス

国から提供される情
報の取得を支援

被災現場のニーズに合わせた提供支援

PHR普及推進協議会 被災地支援活動
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PHR普及推進協議会 被災地支援活動 これまでの取り組み

震災発生

2024/1/1

PHR普及推進フォーラム 調印式実施／ブース出展

能登半島地震 被災地支援
- PHRで何ができるか考えよう -

「北陸スポーツ振興協議会株式会社と協定」 地元住民の方にもご協力いただき実施

定期PHR測定会を開始

2/4 4/8 2024年10月～8/157/15
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大事な取り組みだが、発災してからでは間に合わない
By Chat GPT 4

良い取り組みだとは思うが、現場はそれどころじゃないんです!!



■PHR普及推進協議会・総務省PHR流通基盤構築AMED事業
• 生活習慣病領域、救急災害領域のPHR（ライフログ）標準化項目

⇒循環器領域等へ拡大
循環器
疾患

生活習
慣関連

救急・
災害

最小単位PHR 項目
（ライフログ）

○○○測定記録全て家庭体重
○○○測定記録全て家庭血圧
○○1日歩数（歩/日）

○測定記録全て家庭体温
〇○測定記録全て家庭SpO2

循環器
疾患

生活習
慣関連

救急・
災害

最小単位PHR 項目（マイナ
ポータル経由）
【健診情報】

○○○測定記録全て体重
○○○測定記録全て血圧
○○○測定記録全てHbA1c
○○○測定記録全てLDL-C
○○○測定記録全てHDL-C
○○○測定記録全てTG
○○○測定記録全てeGFR
○○○測定記録全て尿たんぱく
○○○測定記録全て尿アルブミン
○*○*○*記録全て【調剤歴】

臨床系学会で項目選定
↓

PHR普及推進協議会で標準規格化
↓

循環器、がんPRO（Patient Reported 
Outcome）、痛み、介護・・・と領域拡大へ

PHR標準化/データ相互運用モデル構築

岐阜市ヒアリング2025 38
標準化が特に有用と思われる項目を、関係学会
とコンセンサスを得ながら絞り込み5項目を選定



国が提供するサービス（全国医療情報プラットフォーム⇒マイナポータル）と
民間・自治体が提供するPHRサービス（★赤点線部分）の組み合わせによる医療DX

民間・自治体
PHRサービス・

全国医療情報
プラットフォーム

3文書6情報
(⾧期)、

ライフログ（家庭血圧／
体重／歩数／体温／

SpO2）、
終末期の救命意志

介護情報、
PRO（Patient 

Reported 
Outcome）

Etc.

３文書:
健診結果報告書、
診療情報提供書、

退院時サマリー

６情報:
傷病名、薬剤・その他
アレルギー、感染症、検

査（救急・生活
習慣病）、処方

種
別

生涯も可
（サービスによる）５年以内保

存
期
間

民間・自治体国運
用

主
体

本人国、医療機関管
理

医療機関、
薬局、自治体、

民間企業

医療、介護、
薬局、自治体

連
携
先

39



救急災害時
DMAT・救急隊
・避難所等

救急隊向け
閲覧システム

歯科診療所等

歯科向け
閲覧システム

歯科

調剤薬局等

薬局向け
閲覧システム

薬局

かかりつけ医 眼科、整形外科、
一般内科、
糖尿病内科他

医療者向け閲覧システム

医療

災害対応
大規模災害時の
避難所における
健康状態把握

災害時
閲覧システム

保健指導
自治体による
保健指導等

保健師向け
閲覧システム

健診機関/
検査会社等
日常的な
検査情報等

健診結果連携
システム

訪問看護師、
介護士等

訪問看護・
介護用システム

訪問看護・介護

デバイス体重 歩数

PHR

日々のバイタルデータ

運動＆食事指導
フィットネスクラブ
自治体健康指

導

フィットネス向け
閲覧システム

自治体アプリ

健康習慣の促
進

自治体アプリ
健康ポイント等

母子健康管理

データの利活用

母子手帳アプリ

PHRデータhub

PHRネットワーク
:PHRデータハブ（分散管理型PHR流通基盤）を介したデータ流通イメージ

各PHRサービスからハブ（分散管理型PHRデータ流通基盤）を介して、本人・家族の意思で簡単、正確、迅速、安全に地域
におけるPHRデータの共有が可能となる（データは各サービスが保有し適宜ハブを介して流通）

AMED「医療高度化に資するPHRデータ流通基盤構築事業」より

岐阜市ヒアリング2025 40



民間事業者への3つのガイドライン
1.サービス提供
2.データ管理
3.利活用

求められる機能を定め、
開発・実証し、成果物を公開

仕様書兼報告書
「PHRデータ相互運用モデル」
を整理し、公開予定

生涯の各段階に応じたPHRの
選択
各サービス間や地域をまたいで
利用を実現

PHRデータの活用による
医療の質の向上を実現

全国でのデータ交換、利活用を実現

全国展開により、３つの実現に貢献
1.健康寿命の延伸
2.医療費の適正化
3.新規ビジネスの創出（二次利用）

開

イベント、先行投資、研究開発等
を活用し、社会実装。価値を確認
するとともにロールモデルに

自立・自走可能な仕組みとして
発展するとともに全国へ横展開

PHRを活用した医療・健康・介護DX実現のステップ

岐阜市ヒアリング2025 41
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PHRサービスの実装ステップにおける位置づけ

実装科学理論（Implementation Outcome Frame）を基に、実装フェーズに合わせた評価指標を整理
実装科学理論に基づく「PHRサービス」実装ステップ案



データを活用・共有すると医療・介護の質が高まる／業務を効率化出来る／
地域の健康寿命延伸に繋がるとの実践、教育・啓発、『納得感』が重要

岐阜市ヒアリング2025 43



イノベーションの普及
Diffusion of innovation

岐阜市ヒアリング2025 44

エベレットロジャーズ著．イノベーションの普及
第5版, P229

 イノベーター (2.5%): 新しい技術やアイデアを
最初に採用する人々。

 初期採用者 (13.5%): 比較的早く採用し、
影響力がある。

 初期多数派 (34%): 慎重に採用を決める大
部分。

 後期多数派 (34%): 大多数が採用してから
導入。

 ラガード (16%): 最後に採用し、変化に抵抗
する層。

普及の戦略を考える!
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地域住民にとってメリットのあるサービスの実現
「より多くの人がメリットを感じやすいサービス」

「初期に影響力がある人がメリットを感じやすいサービス」



PHRを活用した健康・医療・介護DXの例
【生活習慣病】 【介護・救急・災害】

PHRデータを健康観察・指導に活用
市民ユーザーの行動変容、医療サービス
の向上に役立てる

介護・医療の現場や救急時に、病歴や服
薬情報、救命処置希望の有無等を確認
災害時の市民の健康管理・支援に活用

電子化により、母子の健康やワクチン等に関わ
る情報の管理と共有の効率化を実現
生涯PHRの起点となり他のPHRと繋がる

【母子手帳】

メリットが分かりやすい領域でスタートし、
価値を共有しながら徐々に拡大

PHRを活用して住民ひとりひとりが望む医療や健康・介護支援を提供でき
る仕組みを構築し、実装・普及していくべきタイミング岐阜市ヒアリング2025 46



【概要】

京大データヘルス研究会は、PHRの標準化および利活用促進についての産学連携での共同研究を実施

【研究内容】

１．学校保健で保有している既存データの確認
２． PHRデータの取り扱いに関わる法的課題
３．ビッグデータへのAIアルゴリズムの応用等データマイニング技術に関する情報収集
４． PHRデータ、ライフログの取得方法、取得項目の標準化の検討
５． EHR等との連携に関わる課題抽出
６．その他PHRの利活用に関わる情報収集、課題の検討
【参加企業・団体】

アストラゼネカ エレコムヘルスケア 沖電気工業 オムロンヘルスケア キャノンメドテックサプライ JTB スギ薬局

第一生命保険 TIS タカゾノ 東和薬品 日本マイクロソフト メドピア ユーズテック

京都高度技術研究所（ASTEM） 京都府歯科医師会 京都市京都工場保健会 全国大学生活協同組合連合会

京大データヘルス研究会（PHRの標準化および利活用促進についての産官学連携での共同研究）

岐阜市ヒアリング2025 47



官

産

学

事業化によってPHRの永続性を担保し、
サービス内容を強化することでPHRを活用す
るインセンティブを提供

健康サービス、関連事業の推進による
社会全体の活性化

学術的知見の共有や研究によるPHR事
業・健康関連事業の強化

PHR利用者との
タッチポイント

Kステーション

利用者 規格、運用ルールの統一により
PHRそのものを推進ヘルスプロモータが

常駐サービスを提供
データ収集の同意取得

ライフロングPHR京都モデル

健診データ・歩数データ等の健
康関連情報を、確かなメリットを
感じながら、自分の意思で集約・

活用する

PHR普及推進協議会

PHRの共通ルールづくり

省庁（厚労省・総務省
・経産省等）に
PHR運用ルールを提言

産官学の連携とリアルなタッチポイントにより、強力に事業を推進

利用者を中心にした産官学連携による『ライフロングPHR京都モデル』

岐阜市ヒアリング2025 48

利用者が自身の意思で健康・
医療情報を活用!



データを活用した健康づくりモデル事業 京都市との共同事業

49

【場所】 元教業小学校 体育館 京都市中京区大宮通御池下る三坊大宮町121－2

【募集者数】 約50名

【取り組みの内容】

①2週間に1回、Kステーションで健康測定
測定結果は、ご自身のスマホで確認可能。結果に基づき、専門家がお1人お1人に健康づくり
をご提案。

②スマートフォンアプリ『健康日記』をご提供
毎日の歩数や、体調、体温、体重・体組成、血圧をご入力自らの健康づくりの記録としてご活
用いただきます。

③期間中、体力測定を2回実施します。
歩く速さや体のバランス、握力を測定

京都市と共同での健康づくりの拠点「Kステーション」にお越しください。

「Kステーション」とは?
健康づくりサポートの専門家「ヘルスプロモーター」が常駐し、定期的に、対面で、参加者
お一人ひとりが主体の健康づくりをお手伝いする拠点です。

健康づくりサポートの専
門家が毎回アドバイス
します。

岐阜市ヒアリング2025



データを活用した健康づくりモデル事業 in 京都／京北

50

1. 本人の意思を尊重し、『PHR＝個人の健康データ』を活用して『よりよく生きる』を実現・

実証

2. K-Station／プロモーター

3. 地域の医療機関との連携

4. 学校教育の実践

5. 行政のデータベースと連携した

効果検証・エビデンス構築
岐阜市ヒアリング2025



PHRを活用した健康作り実現に向けて関係者が一体
となって仕組みを作り、広げることが大切（京都の取り組み）

目的:

PHRの適正な普及と社会実装の推進を通じて健康⾧寿のまち京都を実現することを目的に，地域の人々に健康・医療・介
護に関わるサービスを提供する、医師・歯科医師・薬剤師等の連携により、健康・医療・介護に関わる情報を本人・家族の意
思の下でPHRを通じて共有する仕組みを実装するとともに、その効果や課題の検討、情報発信を行う。

構成メンバー:

京都府医師会、京都府歯科医師会、京都府薬剤師会、京都府看護協会、健診センター（武田病院、京都工場保健
会）健康保険組合（ワコール健康保険組合、全国健康保険協会 京都支部）、市民・患者会、京都大学、京都市

具体的活動内容:
 PHRのあるべき姿、目指す形

 PHRという言葉の定義を明確にして議論しコンセンサスを形成
 PHRを活用した健康・医療・介護・生活支援の普及促進

 医療・保健側への普及
各会で実施されている勉強会でのPHR紹介、等

 市民側への普及
広報媒体（パンフ、ポスター等）の作成配布、等
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第1回会議:2022年11月
第2回会議:2023年1月
第3回会議:2023年6月
第4回会議:2024年8月
第5回会議:2025年3月

地域のステークホルダーの理解／後押しが不可欠!



京都市医療・介護等統合DB分析事業

●京都市では、疾患の発生状況や，その予防・治療・介護の実態を明らかにし、健康寿命の延伸に活かすこと
のできるエビデンスの収集を図ることを目的に、医療レセプト、健診結果、介護レセプト等の統合データを分析
する事業を推進

●京都市と国立大学法人京都大学、ヘルステック研究所㈱、および他企業とともに、京都市統合データを用いた肺
がんや生活習慣病に係る共同研究を実施
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京都市統合データベース研究 産学公の関係
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公公
京都市

• 学術的裏打ちのある知見の獲得
• 研究結果の市民への還元
• 産学公連携による効果的な広報
• 企業、研究者との関係性・信頼関係の構築

学学
京都大学
• 研究成果の蓄積
• ビッグデータを取扱う経験の蓄積
• 社会貢献
• 自治体、企業との関係性・信頼関係の構築

ヘルステック研究所／
アストラゼネカ等

• 社会貢献
• 学術的裏打ちのある知見の獲得
• 研究プロセスに関するノウハウの蓄積
• 自治体、研究者との関係性・信頼関係の構築

研究資金・人材の提供

ビッグデータ・必要情報の共有

学術的知見の提供・サービスの効果検証

社会貢献の実績

学術的知見の提供・
新事業に関する基礎データ提供

研究資金・人材の提供

産学公連携における
「三方良し」
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データに基づく施策の実現



京都市統合データベースの概要

＊死亡個票、介護保険基本チェックリストを除くデータの期間は、R3まで追加予定。
＊追加データとして、肺がん検診の結果、肺がん登録のデータを2022年度に連結

死亡個票

一意の個人IDにより、各データを連結可能。 高齢者の網羅率が高い
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京都市医療・介護等統合DB分析事業で分かったこと①

【令和3年度分析】

糖尿病性腎症の重症化予防対策およびスクリーニングの実態把握
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重症化予防介入における「エビデンス・プラクティスギャップ」の存在が明らかとなった

<結果のサマリー＞
• 「糖尿病患者」の平均年齢は、6年間でそれぞれ73歳から75歳に

上昇
• 腎症のスクリーニング検査となる「尿中微量アルブミン（定量）」およ

び「尿蛋白検査（定量）」の実施割合は、10％程度と低かった。
• 定期受診（3ヵ月に1回以上の糖尿病薬処方）は、

64.0~67.2%と低かった。
• 定期検査（ 3ヵ月に1回以上のHbA1c検査の実施）も30.6～

36.5%であり、先行研究に比べると割合が低かった。
• 重症化予防介入となる医療機関での「栄養指導」「糖尿病透析予

防指導」の実施割合は、約40%、約1%と低かった。
• 重症化予防として使用を推奨されているSGLT2阻害薬、 ARBの

処方は年々増加傾向にあった。（ACE阻害薬は横ばい）
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京都市医療・介護等統合DB分析事業で分かったこと②

56

【令和4年度分析】 糖尿病性腎症の重症化予防対策の実施状況に関する地域差の検討（行政区別）

<結果の一部＞
• 都市部は重症患者（腎症に至った患者）が比較的多い
• 定期的な「処方」および「HbA1c検査」の実施状況は、都市部では男女ともに比較的高いが、農村部は男性ににおい

て低かった。
• 定期的な合併症検査は、都市部・農村部とも実施割合が低いが、特に農村部は低い傾向にあった。

糖尿病性腎症患者の高齢化および地域差を踏まえた重症化予防対策が必要であることが示唆された。

PHRを活用した介入研究へ!
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行政の持つデータとPHR介入の連携モデル
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京都市統合DB事業の
成果を活用
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PHR事業化モデルの
成果を活用

厚生科研 研究課題名:都市・農村における生活習慣病の実態比較およびパーソナルヘルス
レコードを活用した重症化予防介入プログラムの開発と効果検証



PHRを活用した生活習慣病改善支援を目的とした介入研究（RCT）
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日々の日記日々の日記

歩数計測

持続血糖測定

タッチポイントでの介入
（4週ごと:計4回）

日記記録

PHRアプリ『健康日記』 医療者向け画面『生活習慣病ボー
ド』

ウェアラブルデバイスで
活動量を記録

日々の血糖推移も記録

ウェアラブルデバイスで
活動量を記録

日々の血糖推移も記録

PHRデータの要約値を参
考に健康アドバイス

・ライフログデータに基
づいたアドバイス
・検査や受診勧奨

PHRデータの要約値を参
考に健康アドバイス

・ライフログデータに基
づいたアドバイス
・検査や受診勧奨
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• 京大、京都発!
• 毎年11月の1か月間、ヘルシーキャンパスの基幹イベントとして、ウォーキングチャレンジを開催。
• 京都市の協賛にてイベントを実施。
• PHRアプリを通じて歩数カウントを行う→PHRを活用した健康増進の入り口に
• 2022年度から大学保健のネットワークを活用し、全国規模へ
• ※全国に拡大し、2024年度は7000名以上が参加!

大学発 PHRを用いた健康増進イベント ウォーキングチャレンジ

歩数データ

多くの利用者

59
PHRアプリ

PHRを活用した健康増進を体験し、
普及につなげる
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大学発 PHRを用いた健康増進イベント ウォーキングチャレンジ
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 PHR（デジタル活用）の便利を体感

 みんなで楽しく運動!
 月までたどり着いた!!

 データを活用した健康づくりを体験
 PHRって使えるかも・・・



2,000人が参加して1か月間毎日8,000歩以上歩けば、
月まで行ける!

2,000人が参加して1か月間毎日8,000歩以上歩けば、
月まで行ける!
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（月まで歩こう!）

大学発の健康づくりの取り組みを全国へ広げていくヘルシーキャンパス運動の基幹イベント

2018年度～2020年度はヘルシーキャンパス京都ネットワーク（HCKN)様が主催。
2021年度よりHCKN様の支援をうけつつ、JUHAが共催として各組織・大学を支援する形に
2022年度、JUHAの会員へ広く呼び掛けた実施となり、初めて月まで到達!
2023年度、月までの往復を達成!

2024年は41団体・大学から7239人が参加!!岐阜市ヒアリング2025



国際的な潮流
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• デジタルヘルス先進国のデンマークの現状
• 国全体で戦略的取り組みを推進。診療情報、ワクチン等の共有は広く普及。
• コロナで便利さを実感。
• 国民の『トラスト』が最重要。
• EHDSについては、若干懐疑的も参画するしかない。
• ライフログデータの標準化や共有、民間事業者との連携には至っていない。

国、州、地域レベルで役割を明確にしてトータル
コーディネート

⾧い歴史の中で進化／国民の信頼を得る
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国際的な潮流
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• デジタルヘルス先進国のフィンランドの現状
• 国全体で戦略的取り組みを推進。診療情報、ワクチン等の共有は広く普及。
• 医療データの二次利用も推進。データを通じて、エコシステム、イノベーションを起こす戦略

PHRについては本格運用停止中

アクセスビリティを重視
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Medical Information Infrastructure

Electronic medical record information sharing 
service (tentative name)

Health insurer

Emergency services

Electronic 
cartelephone 
computer, etc.

Insurance systems, 
etc.

Nursing care 
facility

Nursing care 
software, etc.

Local government

/health center

Health 
management 
systems, etc.

Specific health checkup data collection/management system

Online qualification verification system

Credentials

Specific health 

checkup information

Drug Information
(Receipt)

Medical Cost 

Information(Receipt)

* Medical record 
information

1

Collaboration between platforms in 
different fields

2

exclusive

Apps

Administrative staff and researchers

Analysis 
software, etc.

❸

❸

Nation

My 
Number 
Portal

❷

*System details are currently under 
considerationMedical institutions and 

pharmacies

H

Nursing care information database (tentative 
name)

Nursing care 
certification 
information

LIFE Information

Care Plan

Nursing care 
information

( Receipt )

Collaboration between platforms in 
different fields

* Methods of collaboration 
are currently under 
consideration

Online qualification verification system

Medical information viewing function

Emergency medical information 
viewing function

Medical Information
(Reception)

Consent information

* Name of injury or illness, allergies, 
contraindications to medicines, 
infectious diseases, test information, 
prescription information

❸

*System details are currently under consideration

Intermediate server for medical insurers, etc.

My 
Number 
Portal

Nursing care insurer

Nursing care 

insurance Systems etc

Credentials

*We are currently considering sharing nursing 
care information.

PMH (Public Medical Hub)

Public Subsidy 
Information

Maternal and 
Child Health

vaccination

Referral letters, discharge 
summaries, etc.

Care plan data linking system

National medical information platform

Private healthcare services, etc.
Secondary Use Platform

Medical and nursing care data analysis platform ( HIC)

vaccinationInfection

Designated 
intractable 
disease

Welfare for the 
Disabled

History inquiry and response system

A system that assigns etc...

❹
DPC

Nursing Care 
DatabaseNDB

Chronic 
childhood 
diseases

Cancer 
Registry

Life log, etc.

Intermediate servers for local governments, etc.

Nursing care information infrastructure

❶

Electronic prescription management service

Prescription and 
dispensing information

Government and local government information 
infrastructure

ADL , nutrition, eating and swallowing,

oral hygiene information , etc.çç

Scientific Nursing Information System (LIFE)

MyKanta

Kanta

Findata
MyKanta PHR

MyKanta PHR

Kanta

Findata

MyKanta

A group of public electronic health record services 
in Finland that share and store medical, 
prescription, and test results on a nationwide 
scale. It is an important platform for patients and 
healthcare professionals to securely access and 
contribute to the efficiency of medical care and 
patients' own health management.

MyKanta is a personal online portal for 
Kanta services that allows you to view and 
manage your prescriptions and health 
records. It is very convenient to check one's 
medical data and easily update electronic 
prescriptions and orgain donation intentions.

MyKantaPHR is a system that enables 
individuals to record and link health data 
collected from smartphones and wearable 
devices. Self-management data can be 
shared with medical professionals through 
applications, etc., and can be used for 
medical care and preventive care.

Findata is the Finnish agency that oversees 
permission and data management for the 
use of social and medical data for research 
and development purposes. It emphasizes 
the protection of personal data, facilitates 
research and ensures privacy through 
centralized data provision and review.

ライフログデータの標準化や共有、民
間事業者との連携には至っていない
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PHRを活用した健康・医療DXで世界をリードする! 日本の強み

1. 核となるデータがある（けんしん文化、母子手帳～学校健診～事業主健診・・・）
2. まじめな国民性、手帳文化（母子手帳、血圧手帳、糖尿病手帳・・・）
3. 健康・医療への高い関心
4. 世界に先駆けて迎える超高齢社会
5. 優れた国民皆保険制度／信頼できる医療体制に上乗せするセルフケアのポテンシャル
6. 120,000,000人を対象とした複数サービスによる『共創+競争』
7. それぞれの地域、事業者の強み／多様できめ細かいサービス
8. 一旦まとまると強い。一体感のある国民性
9. 日本／京都ブランド
10. 大学のまち／KUSPH

ライフロングにライフログを含むPHRデータを本人意思で活用することのできる社会の実現
複数のPHRサービス間でPHRデータを流通させて価値を増幅させるモデルの実現

それぞれの地域／組織の強みも活かす!
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理念は分かったけど・・・
地域住民の多くはお年寄りでスマホで健康管理なんて・・・

医療の現場はデジタル化が進みにくい・・・

PHR導入で地域医療／住民サービスにどう貢献するのか?・・・

65

医療者・地域のリーダーがそう思っているうちは広がらない!

（苦手な人も）医療者・地域のリーダーからデジタルの積極活用を!!

ライフログを活用した医療の質向上＝患者・住民サービスの向上

ライフログデータの活用による健康増進／地域の活性化・持続性アップ

Etc.



①健康・医療・介護に関わる情報の生涯にわたる連続的な活用

②データに基づいた生活習慣の改善による健康増進、病気の予防、健康寿命の延伸
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PHRの活用により実現すること

③ 日常的な健康情報の活用による医療・介護の質の向上と効率化の両立

④救急災害時、感染症パンデミック時等の健康管理、医療提供の質向上と効率化

⑤データの分析・研究の推進によるデータに基づく施策の実現、健康管理・医療の質向上、
効率化、無駄の削減、新しい産業の創出、発展

医療者／医療機関／行政のリーダーシップが重要!!

医療・健康支援・介護DX実現にはPHR標準化が不可欠!



ロールモデルを作り、共有する
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岐阜市をPHRを活用した健康⾧寿のまちのロールモデルに!
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By Chat GPT 4
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Take home message

1. 『PHR＝個人の健康データ』を活用した地域の健康・医
療・介護等の質向上と効率化の両立が求められている!

2. 地域／産官学民医の連携とリーダーシップが必要

3. すでにPHRは実装フェーズにある!

4. ALL JAPANで、良質なPHRサービスを活用した健康作り
／医療・保健・介護DXを実現しましょう!
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Take home message

1. 『PHR＝個人の健康データ』を活用した地域の健康・医
療・介護等の質向上と効率化の両立が求められている!

2. 地域／産官学民医の連携とリーダーシップが必要

3. すでにPHRは実装フェーズにある!

4. ALL JAPANで、良質なPHRサービスを活用した健康作り
／医療・保健・介護DXを実現しましょう!
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一緒に岐阜市をPHRを活用した健康⾧寿のロールモデルに!

PHR導入に当たっては、標準化への対応の意識を!

具体的な検討をする時期



Questions?

iwami.taku.8w@kyoto-u.ac.jp
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